
早稲田大学

2023年度入試問題の訂正内容

く帰国生・外国学生入試共通試験＞

【小論文B】

●問題冊子2ページ ：本文11行目

（誤）

～欲望や衛動・・・

（正）

～欲望や衝動・・・

以上
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1
試
験
終
了
の
指
ホ
が
出
た
ら
、
す
ぐ
に
解
答
を
や
め
、
筆
記
用
具
を
置
き
、
解
答
用
紙
を
裏
返
し
に
す
る
こ
と
。

8
．
い
か
な
る
場
合
で
も
解
答
用
紙
は
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。

9
．
試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
持
ち
帰
る
こ
と
。

小
論
文
作
成
上
の
注
意

1
．
句
読
点
、
記
号
等
、
お
よ
び
改
行
の
た
め
に
生
じ
る
余
白
も
す
べ
て
字
数
に
含
む
。
ま
た
、
解
答
用
紙
の
字
数
を
超
え
て
解
答

し
て
は
い
け
な
い
。
（
句
読
点
、
記
号
等
は
、
必
ず
独
立
し
た
一
マ
ス
を
使
用
す
る
。
）

2
．
本
文
中
に
自
分
の
氏
名
を
書
か
な
い
こ
と
。

3
．
下
書
き
は
、
別
に
配
付
の
下
書
き
用
紙
を
使
用
す
る
こ
と
。
試
験
終
了
後
、
下
書
き
用
紙
は
持
ち
帰
る
こ
と
。
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1
．
試
験
開
始
の
指
示
が
あ
る
ま
で
、
問
題
冊
子
お
よ
び
解
答
用
紙
に
は
手
を
触
れ
な
い
こ
と
。

2
．
問
題
は
2
S
3
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
お
よ
び
解
答

用
紙
の
汚
損
等
に
気
付
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
。

3
．
解
答
は
す
べ
て
H
B
の
黒
鉛
筆
ま
た
は
H
B
の
シ
ャ
ー
プ
。
ヘ

ン
シ
ル
で
記
入
す
る
こ
と
。
所
定
欄
以
外
に
何
か
を
記
入
し
た

熊
合
用
紙
は
採
点
の
対
象
外
と
な
る
場
合
が
あ
る
。

4
．
受
験
番
号
お
よ
び
氏
名
は
、
試
験
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
、
解
答
用
紙
の
所
定
欄
に
正
確
に
丁
寧
に
記
入
す
る
こ
と
（
左
記
記

入
例
参
照
）
。
所
定
欄
以
外
に
受
験
番
号
・
氏
名
を
書
い
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
解
答
用
紙
が
複
数
枚
あ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
所
定
欄
に
記
入
す
る
こ
と
。

5
．
受
験
番
号
の
記
入
に
あ
た
っ
て
は
、
左
記
（
数
字
見
本
）
に
し
た
が
い
、
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
正
確
に
丁
寧
に
記
入
す
る

こ
と
。
読
み
づ
ら
い
数
字
は
採
点
処
理
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
音
午
久

3

こ
と
。

注

意

事

項

（
問
題
）

小
論
文
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2
0
2
3
年
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次
の
文
章
を
読
ん
で
、
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
文
章
の

一
部
を
省
略
し
て
い
る
。



[
設
問
]

(

i

)

傍
線
部
「
妙
な
閑
係
」
に
つ
い
て
、
箪
者
は
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
。
百
五
十
字
以
上
、

（二
）
等
者
は
少
し
先
で

[
以
下
余
白
]

二
百
字
以
内
で
ま
と
め

「
学
校
の
こ
と
を
英
語
で
ス
ク
ー
ル
と
い
う
。
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
語
の
ス
コ
レ
ー
と
い
う
語
か
ら
来
て

い
る
の
だ
が
、
こ
の
ス
コ
レ
ー
と
い
う
の
は
『
閑
暇
』
を
意
味
し
た
。
学
校
と
は
ひ
ま
な
と
こ
ろ
な
の
だ
。
た
だ
し
、
暇
と

は
単
に
時
間
的
余
裕
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
暇
と
は
具
体
的
な
利
害
損
得
を
離
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
.
.
.
 ）
 

利
害
損
得
を
離
れ
て
、
あ
る
も
の
を
あ
る
と
お
り
に
見
て
教
え
た
り
習
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
学
校
な
の
で
あ
る
」

あ
な
た
の
考
え
を
四
百
字
以
上
、

と
述
べ
て
い
る
。
本
文
の
論
旨
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
自
由
と
の
関
係
で
現
代
の
学
校
に
は
ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
の
か
、

石
百
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。

な
さ
い

C

（
川
原
栄
峰
『
哲
学
入
門
以
前
』
南
窓
社
、

一
九
六
七
年
）

※
こ
の
問
題
は
、
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
掲
載
が
で
き
ま
せ
ん
。

-3 -

§ 、ふ芯；，澤99・・ふ ・競紐が，.4 ・]1 ：沿玲翠 ・・滋“ し：：や沢・ふ ・::： ：・足・・・・..：: ・・・9 :・ •9 ・・ ・・・9 •• ・心,.



(-） 

（
こ
こ
よ
り
左
側
に
は
何
も
書
か
な
い
こ
と

150 

200 

（二）
（
こ
こ
よ
り
左
側
に
は
何
も
書
か
な
い
こ
と
）

500 400 300 200 

楷

書

で
右
か
ら
左
へ
書
く
こ
と
。

（
三

）
字
数
を
厳
守
す
る

こ
と。

（
二

）
小
論
文
解
答
用
紙
は
汚
し
た
り
、

折
り
ま
げ
た
り
、
破
っ
た
り
し
な
い
こ
と
。

）
解
答
は
縦
書
き
と

し

記入上の注意

<R05179281〉

受験
万 千 百 十

番号

カナ氏名

氏名

（所定欄以外に悉号・氏名を書いてはならない）

2 0 2 3年度

小論文B

（解答用紙）

No . ~] ／巨］

採点欄

二

二

二
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